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令和７年度一般会計補正予算説明資料 

 

４款 衛生費 

  ２項 環境衛生費                         自然共生課（内線：７２００） 
４目 環境保全費                               （単位：千円） 

事 業 名      補正前 補正 計 財 源 内 訳             
備考 

国庫支出金 起債 その他 一般財源 

（新）国立公園満喫

プロジェクト等推

進事業（国補正） 
0 60,000 60,000 30,000 

＜15,000＞ 

30,000 
  

 

県費負担 

15,000 

トータルコスト 補正前：0千円（0.0人）、補正：60,789千円（0.1人）、計：60,789千円（0.1人） 

 

１ 事業の目的、概要 

  「国立公園満喫プロジェクト」の一環として、大山隠岐国立公園内施設を魅力あるものとし、国内外の
誘客につなげるため、国補正予算を活用し、令和８年度に予定していた整備を前倒しで行う。 

 

２ 主な事業内容                                     

区分 内容 補助率 予算額 
大山夏山登山道改修 木道（山頂付近） 国1/2 50,000 
大山滝吊橋工事 猛禽類調査（工事影響範囲の営巣地調査等） 国1/2 10,000 

 

３ その他 

・平成 28 年７月に、大山隠岐国立公園が国立公園満喫プロジェクトのモデル地区に選定されて以降、

同年 12 月に大山隠岐国立公園満喫プロジェクト地域協議会が策定したステップアッププログラムに

基づき、外国人観光客の誘客促進に向け、大山地域全体を活かす総合的な整備を進めてきた。 

・登山道は６合目までの改修が完了した。８合目から頂上までの木道については、今後も登山者数の増

加が見込まれるため、登山者の動線等を考慮しながら山頂付近から順次整備を推進している。 

（参考）令和７年度当初予算額（国立公園満喫プロジェクト等推進事業）244,023千円 
 

（注）起債額の＜ ＞書きは交付税措置を除いた額である。 
   備考欄の県費負担額は、起債額の＜ ＞書きの金額と一般財源の金額を加算した額である。   

夏山登山道概略図 

6 合目

8 合目

六合目避難小屋 

頂上避難小屋 

R
7

以
降

 
改

修
完

了
 

R
6

改
修

済
 

7 合目

7～8 合目の現況 

改修区間付近の木道の現況 
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令和７年度一般会計補正予算説明資料 

 

４款 衛生費 

  ２項 環境衛生費                         自然共生課（内線：７２００） 
４目 環境保全費                               （単位：千円） 

事 業 名      補正前 補正 計 財 源 内 訳             
備考 

国庫支出金 起債 その他 一般財源 

（新）自然公園等魅

力向上事業（国補

正） 
0 225,200 225,200 103,840 

＜60,500＞ 

121,000 
 360 

県費負担 

60,860 

トータルコスト 補正前：0千円（0.0人）、補正：225,989千円（0.1人）、計：225,989千円（0.1人） 
 
１ 事業の目的、概要 
  自然公園法の目的である「優れた自然の風景地の利用の増進」を実現し、安全で快適な自然公園等の利用を
進めるため、国補正予算を活用し、令和８年度に予定していた自然公園施設の整備を前倒しで行う。 

 
２ 主な事業内容                                   

区分 内容 補助率 予算額 
山陰海岸国立公園 ・中国自然歩道（滝ヶ磯（鳥取市福部町岩戸）） 

法面対策（50,000千円） 
国50/100 50,000 

氷ノ山後山那岐山 
国定公園 

・中国自然歩道（雨滝（鳥取市国府町雨滝）） 
 落石対策工事（50,000千円） 
歩道改修工事（30,200千円） 

  鋼製階段改修（70,000千円） 
・那岐山登山道（智頭町河津原） 
 登山道改修設計（15,000千円） 
・氷ノ山登山道（若桜町つく米） 
 丸太階段改修設計（10,000千円） 

国45/100 175,200 

合   計 225,200 
 
３ その他 
・自然公園施設、自然歩道等の修繕工事は、施設復旧の緊急性、利便性等を考慮し、重点投資による効果
的な施設整備を実施している。 

（参考）令和７年度当初予算額（自然公園等魅力向上事業）165,280千円 
 

 

（注）起債額の＜ ＞書きは交付税措置を除いた額である。 
備考欄の県費負担額は、起債額の＜ ＞書きの金額と一般財源の金額を加算した額である。 

滝ヶ磯 

園地内の落石 
鳥取市国府町雨滝 

滝ヶ磯 

牛ヶ首 

鳥取市福部町岩戸 

斜面崩壊 

法面対策工事 

丸太階段崩壊 

歩道流失 

基礎部浸食 

鋼製階段改修 

落石対策工 歩道改修 

自然歩道 

滝ヶ磯（ジオの見どころ） 
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令和７年度一般会計補正予算説明資料 

 

６款 農林水産業費 

 １項 農業費                             経営支援課（内線：７２７６） 
  １目 農業総務費                                 （単位：千円） 

事 業 名      補正前 補正 計 財 源 内 訳             
備考 

国庫支出金 起債 その他 一般財源 

（新）農業生産拡大

に向けたスマート

農業推進事業 

0 21,850 21,850 21,850    

 

トータルコスト 補正前：0千円（0.0人）、補正：25,794千円（0.5人）、計：25,794千円（0.5人） 
 

１ 事業の目的、概要 

農業者の減少・高齢化等の農業をとりまく環境の変化に対応した、効率的な生産体制の強化を図るため、ス

マート農業技術の導入を支援し、農村地域における人手不足等の課題解決を図るため、新たな担い手の一形態

である「農業支援サービス事業体」の育成を図る。 

 

２ 主な事業内容 

 

細事業名 内容 予算額 

農業支援サービス

事業体育成支援 

農業支援サービスの展開に必要なスマート農業機械の導入等を支援する。 

事業実施主体：農業支援サービス事業体 

補助率：国1/2 

21,850 

 

３ その他（改善点等） 

農業支援サービス事業体のサービス拡充のための機械導入を支援することで、高額なスマート農業機械の導入

が難しい小規模農家においてもスマート農業のメリットが届くよう支援する。 
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令和７年度一般会計補正予算説明資料 

 

６款 農林水産業費 

 １項 農業費                             生産振興課（内線：７６４９） 

  ６目 農作物対策費                                （単位：千円） 

事 業 名      補正前 補正 計 
財 源 内 訳             

備考 
国庫支出金 起債 その他 一般財源 

（新）産地生産基盤

パワーアップ事業 0 21,000 21,000   

（雑入） 

21,000 

 

 

 

トータルコスト 補正前：0千円（0.0人）、補正：21,789千円（0.1人）、計：21,789千円（0.1人） 

 

１ 事業の目的、概要 

収益力強化に計画的に取り組む産地に対し、農業団体等が行う施設整備、農業機械及び生産資材の導入等を
推進する。 
 

２ 主な事業内容 

 

 

 

 

 

３ その他（改善点等） 

当該事業を積極的に活用し、共同利用施設及び産地の生産環境を整備することで、早急に県内の主要産地の
活力増進を図ってきており、引き続き事業要望が見込まれるため支援する。 
〇令和７年度明許予算（産地生産基盤パワーアップ事業）97,106千円 
 

【産地パワーアップ事業（国）を活用した県内の主な取組事例】 

年度 市町村 
（ＪＡ） 

作物 事業内容 補助金額 
（百万円） 

備考 

R3 
 

北栄町 
（ＪＡ中央） 

長芋 集出荷貯蔵施設 128 R4.3月完成 

R4 
 

北栄町 
琴浦町 
（ＪＡ中央） 

スイカ 
ブロッコリー 

集出荷貯蔵施設 
製氷設備 

588 
55 

R5.3月完成 
R5.3月完成 

R5 
 

倉吉市 
（ＪＡ中央） 

スイカ 集出荷貯蔵施設 345 R6.3月完成 

H27 
～ 
R7 

鳥取市、北栄
町、倉吉市、
大山町、琴浦
町他 
（各ＪＡ） 

葉物野菜、スイ
カ、イチゴ、ア
スパラガス、ト
マト、花壇苗等 

鳥取型低コスト
ハウス整備 

（～R6年度末実績）
1,684 

  （R7年度見込）
117 

1,880棟、53ha 
(R7年度末見込) 
 

 

内容 予算額 

野菜、果樹等の農業機械等のリース導入、生産資材導入を支援する。 
・実施主体：農業者、農業者の組織する団体等 
・補助率：公益財団法人日本特産農産物協会助成金 1/2 

21,000 
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令和７年度一般会計補正予算説明資料 

 

６款 農林水産業費 

 １項 農業費                             生産振興課（内線：７２７２） 
  ６目 農作物対策費                                （単位：千円） 

事 業 名      補正前 補正 計 財 源 内 訳             
備考 

国庫支出金 起債 その他 一般財源 

（新）鳥取型低コス

トハウスによる施

設園芸等推進事業 
0 

 

152,515 

 

 

152,515 

 

  

（雑入） 

91,509 

 

 

61,006 

 

 

トータルコスト 補正前：0千円（0.0人）、補正：153,304千円（0.1人）、計：153,304千円（0.1人） 
 

１ 事業の目的、概要 

収益力強化に計画的に取り組む産地に対し、「鳥取県農業生産１千億円達成プラン」に基づき、県と関係機関
が開発した鳥取型低コストハウスの導入を推進し、高収益な施設園芸品目の生産拡大を図る。 

 

２ 主な事業内容 

          

細事業名 内容 予算額 

鳥取型低コスト
ハウスによる施
設園芸等推進事
業 

スイカ等の産地強化を図るために、鳥取型低コストハウスの整備に要する
経費の一部を支援する。 
・実施主体：農業者、生産法人、生産組織、ＪＡ等 
・補助率：国1/3程度（資材費の1/2）、県2/9程度、市町村1/9程度 

※補助率が2/3となるよう県と市町村が2:1の負担割合で嵩上げ  

152,515 

 

３ その他（改善点等） 

収益性の高い施設園芸等の推進により鳥取型低コストハウスの整備が進んでおり、施設園芸の強みを活かした 
産地強化が図られているが、引き続き事業要望が見込まれるため支援する。 
〇令和７年度明許予算（鳥取型低コストハウスによる施設園芸等推進事業）147,897千円 

 
【低コストハウスの導入実績及び計画】 

年度 導入面積（棟数） 主な作物 実施市町村 

H27～R3 38.6ha（1,371） 

スイカ・葉物野菜、トマト、ア
スパラガス、育苗（ネギ、ブロ
ッコリー）、花壇苗、イチゴ・
小玉スイカ、ブドウ 

鳥取、岩美、八頭、智頭、
倉吉、湯梨浜、三朝、北栄、
琴浦、大山、米子、境港、
伯耆、日南 

R4［明許繰越］ 4.9ha（174） 

アスパラガス 鳥取 

スイカ 倉吉、北栄、琴浦 

ブロッコリー育苗 大山 

R5［明許繰越］ 4.0ha（135） スイカ 倉吉、北栄、琴浦 

R6［明許繰越］ 1.2ha（42） 
スイカ 倉吉、北栄 

ブロッコリー育苗 大山 

R7［明許繰越］ 
（11月 28日現在） 

2.0ha（69） 
（見込） 

スイカ 倉吉、北栄、琴浦 

R7 
2.3ha（89） 
（計画） 

スイカ 倉吉、湯梨浜、北栄、琴浦 

メロン 倉吉 

合計 53.0ha（1,880）     
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令和７年度一般会計補正予算説明資料 

 

６款 農林水産業費 

 ４項 林業費                           林政企画課（内線：７６８３） 
  ２目 林業振興費                               （単位：千円） 

事 業 名      補正前 補正 計 
財 源 内 訳             

備考 
国庫支出金 起債 その他 一般財源 

（新）森林の集約化

モデル地域実証事

業 

0 55,000 55,000 55,000    

 

トータルコスト 補正前：0千円（0.0人）、補正：57,366千円（0.3人）、計：57,366千円（0.3人） 

 

１ 事業の目的、概要 

森林経営管理法に基づく森林経営管理制度（新たな森林管理システム）の円滑な運用を図り、森林整備の促進

に繋げるため、小規模分散・境界不明森林の集約化を図るモデル事業を実施する。 

 

２ 主な事業内容 

細事業名 内容 予算額 

森林の集約化モデ

ル地域実証事業 

小規模・分散、境界が不明な森林への対応として、循環利用に取り組む林業

経営体への集約化を促進するため、ICT等を活用しながら地域関係者による

情報共有、合意形成や、合意した森林の経営管理の一層の円滑化を図るため

の条件整備等を実行するモデルの実証等の支援 

55,000 

 

３ その他（改善点等） 

 令和８年４月に森林経営管理制度内に新たに設けられる集約化構想作成に向け、令和７年度当初１か所だった

モデル地域を２か所に増やし、県内での森林集約化に向けた取組みを推進する。 
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令和７年度一般会計補正予算説明資料 

 

６款 農林水産業費 

 ４項 林業費                         県産材・林産振興課（内線：７３０２） 
  ２目 林業振興費                                （単位：千円） 

事 業 名      補正前 補正 計 財 源 内 訳             
備考 

国庫支出金 起債 その他 一般財源 

きのこ王国とっと

りシェア拡大推進

事業 
79,000 23,922 102,922 8   23,914 

 

トータルコスト 補正前：80,577千円（0.2人）、補正：24,711千円（0.1人）、計：105,288千円（0.3人） 

 

１ 事業の目的、概要 

「きのこ王国とっとり」の実現に向け、「鳥取県きのこ産業ビジョン」にも掲げる県産「アラゲキクラゲ」の

生産拡大を図るため、菌床製造施設の整備を支援する。 

 

２ 主な事業内容 

 

３ その他（改善点等） 

  当該施設は、良質な県産菌床の供給確保を図り、本県のきのこ産業の発展に大きく寄与するものであるため、

鳥取市と協力して支援する。 

細事業名 内容 予算額 

菌床生産拡大支援 アラゲキクラゲ等の生産体制の構築を図る機械・器具等の整備を支援 

事業実施主体：生産者等の団体等 

補助率：国1/2、【拡充】県1/6、市1/12 

23,922
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令和７年度一般会計補正予算説明資料
６款　農林水産業費
　４項　林業費  県産材 ・ 林産振興課 （ 内線 ： ７３０７ ）
　　２目　林業振興費　 （単位：千円）

財　　源　　内　　訳
事 業 名 補正前 補　正 計

国庫支出金 起債 その他 一般財源
備考

 （新）木材産
業国際競争力
強化対策事業

0 765,364 765,364  723,849 41,515

 トータルコスト 補正前：0千円（0.0人）、補正：766,153千円（0.1人）、計：766,153千円（0.1人）

 １　事業の目的、概要

　県内森林資源の有効活用、木材製品の国際競争力強化及び花粉発生源であるスギ人工林の伐採等を目的に、県
内スギ人工林等を伐採搬出するための生産基盤の整備、木造公共施設等整備、間伐材生産等を支援する。

 ２　主な事業内容

細事業名 内容 予算額
木造公共施

設等整備

・対象事業：木造公共施設等の整備
・実施主体：市町村等
・補助率：国1/2以内又は国15％以内

115,000

間伐材生産 ・対象事業：間伐462ha、森林作業道整備69,150ｍ
・実施主体：選定経営体等
・補助率：定額

300,000

高性能林業
機械の整備

・対象事業：高性能林業機械の整備
・実施主体：森林組合等
・補助率：国1/2以内

9,250

路網整備 ・対象事業：林業専用道（規格相当）の整備
・実施主体：県(付帯事務費のみ)、市町村、森林整備法人、森林組合等
・補助率
（１）林業専用道（規格相当）整備
　〇作設　定額（国費＋県費上乗せ、平均地山傾斜により区分）

平均地山
傾斜

国費 県費 計

15度未満 32千円/m － 32千円/m
15度以上
25度未満 35千円/m 3千円/m 38千円/m

25度以上 38千円/m 7千円/m 45千円/m
　〇補強　定額（国費）
（２）森林作業道整備　定額（国費2,000円/ｍ以内）
（３）機能強化　国費　1/2
（４）附帯事務費　国費　1/2以内

341,114

合計
765,364

 ３　その他（改善点等）

○令和７年度明許予算（木材産業国際競争力強化対策事業）352,989千円
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令和７年度一般会計補正予算説明資料 

 

６款 農林水産業費 

 ５項 水産業費                           水産振興課（内線：７３１６） 
  ２目 水産業振興費                               （単位：千円） 

事 業 名      補正前 補正 計 財 源 内 訳             
備考 

国庫支出金 起債 その他 一般財源 

水産業競争力強化

緊急施設整備事業 3,150 144,600 147,750 144,600    
 

トータルコスト 補正前：3,150千円（0.1人）、補正：145,389千円（0.1人）、計：148,539千円（0.2人） 

 

１ 事業の目的、概要 

既存の冷凍冷蔵施設について、断熱効果を高めることにより所要の冷却機能及び保管容量を確保するととも

に、フロン排出規制法に対応した冷凍機への更新による生産コスト縮減を図るため、山陰旋網漁業協同組合が実

施する冷凍冷蔵施設の設備整備に要する経費の一部を支援する。 

 

２ 主な事業内容 

内容 予算額 

冷凍冷蔵施設の設備整備に要する経費の一部を支援する。 

・実施主体：山陰旋網漁業協同組合 

・補 助 率：1/2 

・補助対象経費：冷凍冷蔵施設の設備整備（設計費、工事費、撤去費） 

 

（参考）事業の概要 

・事業箇所：第一冷蔵庫（境港市昭和町） 

・事業期間：令和７年度～８年度 

・総事業費：295,500千円 

 

144,600 

 
３ その他（改善点等） 

  令和７年度９月補正では設計費を計上。令和７年度国補正では工事請負費及び撤去費を計上。 
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令和７年度一般会計補正予算説明資料
２款　総務費
　１項　総務管理費  財政課 （ 内線 ： ７０４６ ）
　　17目　臨時財政対策債償還基金費　 （単位：千円）

財　　源　　内　　訳
事 業 名 補正前 補　正 計

国庫支出金 起債 その他 一般財源
備考

 臨時財政対策
債償還基金費

62,875 1,110,000 1,172,875 1,110,000

 トータルコスト 補正前：63,664千円（0.1人）、補正：1,110,789千円（0.1人）、計：1,174,453千円（0.2人）

 １　事業の目的、概要

　国の補正予算において、令和８年度及び令和９年度における臨時財政対策債の元利償還金の財源の一部とし

て、普通交付税に「臨時財政対策債償還基金費」が追加算定されるため、基金に積み立てる。
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令和７年度一般会計補正予算説明資料 

 

６款 農林水産業費 

 ４項 林業費                            鳥獣対策課（内線：７５００） 
  ９目 狩猟費                                  （単位：千円） 

事 業 名      補正前 補正 計 財 源 内 訳             
備考 

国庫支出金 起債 その他 一般財源 

（新）ツキノワグマ

等総合対策推進事

業 
0 6,834 6,834 4,678   2,156 

 

トータルコスト 補正前：0千円（0.0人）、補正：7,623千円（0.1人）、計：7,623千円（0.1人） 

 

１ 事業の目的、概要 

 全国でクマ類による被害が多発している中、住民の安心・安全を確保するための活動を実施する市町村を支援

するとともに、県としてもツキノワグマ等危険鳥獣の人の日常生活圏への出没等に備え、人材確保等を進める。 

 

２ 主な事業内容 

細事業名 内容 予算額 

住民の安心・安全を確保

するための活動支援 

市町村が実施する資材(クマ撃退スプレー、クマ防護盾、プロテクター等）

の整備を支援する。 

・事業主体：市町村  ・補助率：国1/2、県１/4 

 1,302

人の日常生活圏への出没対策経費について、市町村を支援する。 

・事業主体：市町村  ・補助率：国2/3、県1/6 

・補助対象：銃猟実施捕獲者の日当、損害保険料、クマ除け鈴購入費、放

任果樹伐採、注意喚起広報、危険鳥獣の追払い、捕獲・安全

対策等の従事者人件費 

人材確保 クマ人材データバンクの登録者（予定者含む）に対し、猟銃の取扱いに関

する安全管理及び射撃技能（射撃精度）の確認を行う講習会等、人材育成

を行う。 

・事業主体：県  ・補助率：国定額他 

・内容：銃猟実施体制構築支援研修（令和８年３月実施） 

3,276

 

クマ対策資材整備 クマ出没時の現場対応に必要な資材購入（市町村への貸出分含む） 

・事業主体：県  ・補助率：国1/2 

・整備内容：クマ撃退スプレー、クマ防護盾、プロテクター等 

2,256

保護管理対策 ・堅果類豊凶調査 

・クマ放獣業務委託 等  

既定予算
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令和７年度一般会計補正予算説明資料 

 

２款 総務費 
６項 防災費                          原子力安全対策課（内線：７８７３） 
１目 防災総務費                                 （単位：千円） 

事 業 名      補正前 補正 計 財 源 内 訳             
備考 

国庫支出金 起債 その他 一般財源 

（新）放射線防護対

策事業（エアシェル

ター整備） 
0 89,782 89,782 89,782  

 

 

 

トータルコスト 補正前：0千円（0人）、補正：90,571千円（0.1人）、計：90,571千円（0.1人） 

１ 事業の目的、概要 

原子力災害対策事業費補助金を活用して、ＵＰＺ内の放射線防護施設を米子市、境港市に各１施設ずつ拡充す

る。 

 

２ 主な事業内容 

  原子力災害時に、自宅での屋内退避が困難なＵＰＺ内の住民の内部被ばくを防ぐため、コンクリート建屋内に

設置するエアシェルターを整備する。 

                                        

 対象施設   金額 

１ 米子市小鳩保育園 35,992 

２ 境港市民交流センター（みなとテラス） 53,790 

 

３ 参考 エアシェルターについて 

・放射線による内部被ばくを防ぐための原子力防災用エアシェルターであり、原子力災害時に、域外への避難が

難しい要配慮者及びその介助者が一時的に退避するための設備。 
・エアシェルターは、空気浄化ユニットによりエアシェルター外部の放射性物質を99.9%以上除去した清浄化空

気でエアシェルターを展張するものであり、ＲＣ造体育館などの屋内に設置する。 
・清浄化空気をエアシェルター内の居住区画に供給し、エアシェルター内部を陽圧化することで、放射性物質が

エアシェルター内に進入するのを防ぐ。 
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令和７年度一般会計補正予算説明資料 

 

４款 衛生費 

  ４項 医薬費                           医療政策課（内線：７１８２） 
２目 医務費                                 （単位：千円） 

事 業 名      補正前 補正 計 財 源 内 訳             
備考 

国庫支出金 起債 その他 一般財源 

（新）災害時歯科保

健医療提供体制整

備事業（国補正） 
0 416 416 416    

 

トータルコスト 補正前：0千円（0.0人）、補正：1,205千円（0.1人）、計：1,205千円（0.1人） 
 

１ 事業の目的、概要 

  災害時等の歯科保健医療の提供に必要な知識・技術を習得するため、県歯科医師会が実施する各地域のチー

ム養成や災害時等に対応可能な歯科衛生士を養成する研修に支援することにより、災害時歯科保健医療提供体

制を確保する。 

 

２ 主な事業内容 
災害時等歯科保健医療の提供に必要な知識・技術を習得するための研修の実施に係る経費を支援する。 
（１）実施主体：一般社団法人鳥取県歯科医師会 
（２）補助対象経費：講師謝金、旅費、消耗品費、印刷製本費、食糧費、使用料 等 
（３）補助率：2/3（国10/10） 

  （４）補助額：416千円 
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令和７年度一般会計補正予算説明資料 

 

６款 農林水産業費 

 １項 農業費                             生産振興課（内線：７２８２） 
  ６目 農作物対策費                               （単位：千円） 

事 業 名      補正前 補正 計 財 源 内 訳             
備考 

国庫支出金 起債 その他 一般財源 

（新）ハウス強靭化

による施設園芸加

速化対策事業 
0 3,893 3,893 3,893    

 

トータルコスト 補正前：0千円（0.0人）、補正：4,682千円（0.1人）、計：4,682千円（0.1人） 

 

１ 事業の目的、概要 

近年、頻発する大雪、台風等の気象災害による農業用ハウスの被害拡大を踏まえ、被害の未然防止に 
向けた複数農業者等による事業継続計画（ＢＣＰ）の検討・策定に向けた取組と、ＢＣＰに沿って行う  
既存の農業用ハウスの補強や防風ネット設置等の気象災害防止対策を行う農業者等を支援する。 

 

２ 主な事業内容 

細事業名 内容 予算額 

事業継続計画（ＢＣＰ）の
検討・策定に向けた取組 

 
 
 
 

事業継続計画（ＢＣＰ）の策定に向けた取組 
・実施主体：市町村、ＪＡ、地域農業再生協議会、農業者等 
・補助率：国 定額 

   150 

ハウス補強や保守管理のためのマニュアル作成や講習会の開催等 
・実施主体：県 
・補助率：国 定額 

   350 

既存ハウスの補強等の被害 
防止対策 

 

野菜・花き、果樹用のパイプハウスの補強に対する支援 
・実施主体：市町村、農業者団体、地域農業再生協議会、農業者等 
・補助率：国1/2 

   3,393 

 

３ その他（改善点等） 

これまで、「農業用パイプハウス強化マニュアル」の作成・配付やハウス補強等に係る研修会の実施、

市町村等と連携を図りながら110箇所（3.4ha）のハウス補強を支援してきたが、引き続き事業要望が見込  

まれるため支援する。  

 〇令和７年度明許予算（ハウス強靭化による施設園芸加速化対策事業）8,990千円 
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令和７年度一般会計補正予算説明資料 

 

８款 土木費 

  ５項 都市計画費                         まちづくり課（内線：７３６９） 
３目 公園費                                 （単位：千円） 

事 業 名      補正前 補正 計 財 源 内 訳             
備考 

国庫支出金 起債 その他 一般財源 

（公共事業） 

（新）都市公園整備

事業（国補正） 

 

0 

 

345,000 

 

345,000 

 

172,500 

<86,000> 

172,000 

 

 

 

500 

県負担額 

86,500

トータルコスト 補正前：0千円（0.0人）、補正：345,789千円（0.1人）、計：345,789千円（0.1人） 
 

１ 事業の目的、概要 

県立都市公園利用者の安全・安心の確保及び機能維持を図るため、国補正予算を活用し、令和８年度に

予定していた公園施設の改修・更新を前倒しで行う。 

 

２ 主な事業内容 

細事業名 内容 補助率 予算額 

布勢総合運動公園 ・県民体育館他の音響設備更新（141,000千円） 

・野球場観客席の床防水改修及びベンチ更新（153,000千円） 
国1/2 

294,000 

東郷湖羽合臨海公園 ・あやめ池スポーツセンター体育館の非常用発電機更新 

 

51,000 

合計 345,000 

 

（参考）令和７年度当初予算額（都市公園整備事業） 351,000千円 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（注）起債額の＜ ＞書きは交付税措置を除いた額である。 
   備考欄の県費負担額は、起債額の＜ ＞書きの金額と一般財源の金額を加算した額である。 
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令和７年度一般会計補正予算説明資料 

 

６款 農林水産業費 
 ５項 水産業費                           水産振興課（内線：７３１４） 
  ８目 漁港建設費                                （単位：千円） 

事 業 名      補正前 補正 計 財 源 内 訳             
備考 

国庫支出金 起債 その他 一般財源 

（公共事業） 

特定漁港漁場整備

事業 

 

792,600 

 

90,000 

 

882,600 

 

60,000 

<15,000> 

30,000   

県費負担 

15,000 

トータルコスト 補正前：804,431千円（1.5人）、補正：90,789千円（0.1人）、計：895,220千円（1.6人） 
 

１ 事業の目的、概要 

  水産物の安定的な供給と、輸出など漁業の国際化にも対応できる力強い水産業を推進するため、高度衛生管

理型市場および防災対応型漁港を整備する。 

 令和７年度国補正に伴い、事業の進捗を図る。 

 

２ 主な事業内容 

  ・高度衛生管理型市場の整備（水産振興課）（継続費） 

   ＜うち補正予算に係る事業内容＞ 

    ８号上屋新築（工事費） 

  ＜継続費年割額＞                                 

継続費 年度 継続費年割 
財源内訳 

国庫 起債 一般財源 

令和７年度 

国補正前 

平成28年度～令和６年度 18,071,921 11,803,246 5,851,000 417,675 

令和７年度 1,036,751 691,167 311,000 34,584 

令和８年度 90,000 60,000 27,000 3,000 

計 19,198,672 12,554,413 6,189,000 455,259 

令和７年度 

国補正 

平成28年度～令和６年度 0 0 0 0 

令和７年度 △154,151 △102,767 △47,000 △4,384 

令和８年度 154,151 102,767 46,000 5,384 

計 0 0 △1,000 1,000 

令和７年度

国補正後 

平成28年度～令和６年度 18,071,921 11,803,246 5,851,000 417,675 

令和７年度 882,600 588,400 264,000 30,200 

令和８年度 244,151 162,767 73,000 8,384 

計 19,198,672 12,554,413 6,188,000 456,259 

 

３ その他（改善点等） 

現在は、１号上屋・陸送上屋（令和元年６月）、２号上屋（令和４年８月）、かにかご上屋（令和５年６月）

及び７号上屋（令和６年10月）の供用開始により、消費者の安全・安心に応える境漁港の本格的な高度衛生管

理の取組を開始しており、残る８号上屋の完成に向けて計画的に整備を推進していく。 

（注）起債欄の< >書きは交付税措置額を除いた額である。 

   県費負担額は、起債欄の< >書きの金額に一般財源の金額を加算した額である。 
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